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致 しますo現在 .私昼Ne･Ar - -･-Xe 等 と金属 (､Sn,Pb･貴金属 ･
遷移金属 )の二混合物 を製作す ることをやっていますO さしあたって,Cuと
NiとArgon の種 々の蔭藍のrilixture を作ることrL成功 し零 したOまだ
clear ではかbませんが ,この混合物は am秒f-pkous(り ･の ようなもの であ～
るような気が しますO この程 々の縫匿 にお労 る物理的性質 (磁性 ,､電気抵抗 )
を測定 したいの ですが,手始めに電気抵抗 を測定 します と,Cu -Ar系 では,
Cuが40AT酵濃度の ところで,MottTransition がかこD,Cu･40
AT酵以 下の綴皮 で instユlati(H壬-Cu40A ll酵以上の･段圧 でmet＼alicにな
bますOこの transition が所謂脳ottrransitionの 5つの.type か.ら
みますと非常に急敵に成 る綴藍で起 る最初の 1･st kind transitionの type
でか こDます｡ もう1つの実験は日本 で物性研究.の共同利用で,やっていま し
た liquidアルカ7)の st【ucture fac-t?rの圧 力依存性がまだ accufat･e
な結果 ではあおませんが ,少 しづつ分 っ′てさま,したので卜この結果をふまえて
特 にNa,Csの熱起電力Positron 購鉱の tif.e time.と角相関を測 定 し
てみ ようという試みですO,熱起 電力につわで鼓索 し､d滋舶 -が出壊 し食ので,
Yolngた.ちに よるphaselshiftの方法に よる凝 算 をJq h.て実際紅潮定位をあ
たってみることに していますα p-ositナOn は6月頃から開始の予定 です ｡ 又
Egeistaff等の提唱 した tr､ip玉e･車e-cl,FIEI･e舶 7t_"主O.珪 紅つtVlての険封を
liquidNaについてやっています.以上が現在英国 で私がやっています実験
の主 なものですが,これ らの現象論的な理論解析 を進め又日本へ帰_Dましたら
圧力下におけるstructure fact_or+ 熱 起電力等をカ怒入れて続けてい く
つ も.DにしていJます0 日本 ではGeの陽電子の寿 命及び角相関測定が非晶及び
由体･扶態 ゼ辻君 ,田村君匿 よって,又液体Liの輯造の綴度依存性忽加藤君が,
辻君が7ルおり金属の S､tr､ucturef｡ctorの圧力依存性を更 に精密に測定 し









ので･いよいよ物質とテ ▲ー毒を出来 る限b統一 して,特に液体の圧力下での性







dens′ityが 5gcm-5 までになる敵城近 くで,熱起電力は急敵に変化 して,
この criticaldensity近 くでは熱起電力の si苧nが変化 しますo 今までの
測 定 data とは非常に異ったdataが電気抵抗に対 しても語られていますo
Dr.Aldridgc等による液体反応非晶遷移金属および希土類金属のHall係数
と電気抵抗 ,磁性の測定が行なわれています.Dr.Crisp 等 による液体半導
俸 T12Te等 の positron 哨戒の角相関と Iife time,D測定があbま
す ｡ 次にFe.Co .Ni.Mn.Cr等の遷移金属の非晶状態を真空度 10
-10
とい う高真空で作D,その濁 千線回折 magneJoopticsT 電気抵抗･故性の
測定をやっ′て いる･Dr･Wright等の軌究が行われていますO-理論 としては
mi shbrlookと共に仕事をしていた Silbert,Rice と仕事を していたG.rey.




短期研究会に似たForum が開 かれていますO去年の 12月には tr叩Sition




は何 といっても,Ziman が大将 で相変 ら手はBきっ ていますo;･ここも主 とし
て遷移金属の物性 ですo Bristol大学のtreenwoodが phase shift
analysisで trans◆itpionmetaJlの熱起電力 ,抵抗等 を計算 しています｡
Leeds 大学のMorgadも transitionmetal の計算 , Hgの pseudo.
pot.で有名になった虫vhnsも transitionmetal-の計算をfi七 の場合に
や っ:ft計算を ext-entす る方法で計算 して1いますb巌 ber は この ところ少 し
疲五 気味 ですが,牧体の the-rmodynami露 l な性質 ,観点や状態方程式 (こ
の主の問題に力を入れてゆ く^が,世界的に多 くならているのが現紋のようセ
チ.,)の理論的研究をヰ らています｡Enderbyは藩 蕗金慮 ,希ヰ 頻金廃の熱
起 電力 ,Se画our 埠液体半導捧･O欝童率･,N'fviR.ESkの測恵を非常佐多
･く-め種頻の合金に対 して系統的に琴瞳 しそいま寸 ｡ 先 日,Mottノの一発案 でロン
ドンーで液 体非晶半導体の研究会が掛かれま した.
Fabet の グ ル,-プはL.i-Na合金のICriticaipoint付近の竃気`抵抗 ,
音速の劇 定 ,Tempary等 は主王g.･G･a等の負圧下の決意方程式の研･究 ･,∴
orton 等はHgの高温での一StruCture factorを新 レレ､方法で測定を開始
し,今までのdatdは全部ダメとい うことですO-鮎 rwellでは ,Pageがが
ん張 ってか .9,圧力下の l_iq二tiid′Rbの中性子回衝 をsta-rt しています｡今
までに訪問 して印象に残 すhのは ,Seカnourの研究塾で,既に発表 されたプ
ルカ ]ー)金属の.J甘.1Ji T 2の測定1,■ESR等 ,非常 に興味緩 く,装瞥がなかなか
立派 です｡ 以上が大住英国の 研究の大締 巴左紹介セす｡6一方の短期研究会まで
には ,もう少しあちこち展 行 も∴出来 ま-ずIL,.･,訪細先で皆に,どんな研究 をして
り･るかをJ_穿いて‥もらって,.きちん と`Lf怒魔のを田中さん宛に報告 したいと恩や
ますが,現在までは実験の方が′忙 し-(,余 b旅行 を していませんの:'で,･こんな乱
暴 な報告でか許 し下さいO～
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